
「
沢
山
の
人
の 

沢
山
の
幸
せ
を
見
た
い
か
ら

　
　
今
ま
で
も 

そ
し
て 

こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
」
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令
和
4
年 

第
4
回

12
月
市
議
会
定
例
会

令
和
4
年
11
月
30
日
〜

　
　

12
月
23
日
ま
で
の
24
日
間

　

12
月
定
例
会
提
出
議
案
は
、予

算
議
案
５
件
、条
例
等
の
一
般
議
案

２８
件
で
あ
り
ま
す
。予
算
議
案
に

つ
き
ま
し
て
は
、一
般
会
計
に
お
い

て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
協
力
医
療
機
関
支
援
事

業
等
に
係
る
３１
億
９
２
３
５
万
３

千
円
の
補
正
を
、特
別
会
計
で
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会

計
を
は
じ
め
２
会
計
に
お
い
て
、

４
億
５
５
６
５
万
３
千
円
の
補
正

を
、ま
た
、企
業
会
計
で
は
、水
道

事
業
を
は
じ
め
２
会
計
の
債
務
負

担
行
為
の
設
定
を
行
い
ま
し
た
。

　

次
に
、一
般
議
案
で
す
が
、「
川
口

市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
運

営
審
議
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」な
ど
、条
例
議
案
１２
件
、

財
産
の
取
得
議
案
１
件
、訴
え
の

施
政
方
針

市
政
に
関
す
る
報
告

令
和
５
年
度
の

予
算
編
成
に
つ
い
て

　

川
口
市
が
持
続
的
に
発
展
し

て
い
く
た
め
に
は
自
主
財
源
で
あ

る
市
税
収
入
の
確
保
が
最
重
要

課
題
の
一つ
で
あ
る
と
考
え
、特
別

債
権
回
収
課
の
設
置
に
加
え
催

告
セ
ン
タ
ー
の
設
置
の
ほ
か
、税

務
担
当
職
員
の
相
互
交
流
等
を

は
じ
め
と
す
る
県
と
の
連
携
強

化
を
図
る
な
ど
収
納
率
の
向
上

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、平
成
２５
年
度
は
、

９０．６
％
で
あ
っ
た
市
税
全
体
の
収
納

率
が
、令
和
３
年
度
に
は
９７．９
％

と
、７．３
ポ
イ
ン
ト
向
上
し
、市
税

収
入
額
と
し
て
は
８
年
間
の
合

計
で
４
９
０
億
円
の
増
収
と
な
り

ま
し
た
。こ
れ
ら
の
実
績
は
、県

が
主
催
す
る
市
町
村
表
彰
に
お

い
て
、平
成
２９
年
度
に
納
税
率

ア
ッ
プ
部
門
、今
年
度
は
連
携
強

化
部
門
と
、２
度
の
表
彰
を
受
け

る
な
ど
、高
い
評
価
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。こ
の
よ
う
に
確
保
し
た

財
源
を
活
か
し
、令
和
５
年
度
の

当
初
予
算
は
、生
物
多
様
性
の
保

全
に
配
慮
し
た
自
然
保
護
、環

境
・
衛
生
対
策
、中
核
市
と
し
て

風
格
の
あ
る
文
化
芸
術
の
高
揚

な
ど
、様
々
な
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
、ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
力
強

く
推
し
進
め
て
い
く
、積
極
的
な

予
算
編
成
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

提
起
議
案
５
件
、損
害
賠
償
の
額

の
決
定
議
案
１
件
、公
の
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定
議
案
４
件
、

市
道
路
線
の
認
定
議
案
１
件
、人

事
議
案
4
件
で
す
。な
お
、12
月

15
日
に
緊
急
経
済
対
策
に
係
る

令
和
4
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
8
号
）、川
口
市
市
長
等
常
勤

の
特
別
職
の
給
与
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
条
例
、川
口
市
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
条
例
の
3
議
案
が
追
加
提

出
さ
れ
ま
し
た
。 

う
だ
が
わ
よ
し
ひ
で

市
議
会
ニ
ュ
ー
ス

う
だ
が
わ
よ
し
ひ
で

う
だ
が
わ
よ
し
ひ
で

宇
田
川
好
秀

vol.106
2023年1月
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生
産
緑
地
に
つ
い
て

　

生
産
緑
地
は
、指
定
か
ら
営

農
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
３０

年
が
経
過
し
、そ
の
期
間
が
満

了
す
る
こ
と
か
ら
、ま
ち
な
か
の

貴
重
な
農
地
の
保
全
を
図
る
た

め
、経
過
後
も
１０
年
ご
と
に
更

新
が
可
能
な
、新
た
な
制
度
で

あ
る「
特
定
生
産
緑
地
」へ
の
指

定
の
申
請
を
促
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、本
市
で
は
、対
象

と
な
る
生
産
緑
地
の
８
割
強
が

「
特
定
生
産
緑
地
」に
指
定
の
見

込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
一

方
で
、営
農
継
続
が
難
し
く
、農

地
を
手
放
し
た
い
と
い
う
方
も

お
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、今
回
、そ

の
よ
う
な
土
地
の
中
で
、土
地

区
画
整
理
事
業
施
行
区
域
内
で

あ
る
、新
郷
東
部
第
２
、安
行
藤

八
特
定
及
び
里
の
３
事
業
区
の

土
地
、合
計
約
２
６
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
に
つ
い
て
、事
業
進

捗
を
図
る
た
め
買
い
取
り
を
予

定
し
て
い
ま
す
。ま
た
、今
後
、

こ
れ
ら
以
外
の
生
産
緑
地
に
つ

き
ま
し
て
も
、公
共
用
地
と
し

て
活
用
が
期
待
で
き
る
土
地
の

買
い
取
り
に
つ
い
て
、全
庁
的
な

検
討
を
行
う
と
と
も
に
、売
却

等
に
よ
り
民
間
開
発
が
行
わ
れ

る
土
地
に
つ
い
て
は
、優
良
な

宅
地
開
発
の
誘
導
に
向
け
、市

内
植
木
産
業
の
活
用
を
要
件
と

す
る
敷
地
内
緑
化
に
係
る
補
助

制
度
を
創
設
す
る
な
ど
、地
域

経
済
の
需
要
喚
起
を
促
す
制
度

も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ

て
、本
市
の
貴
重
な
都
市
近
郊

の
緑
地
の
保
全・創
出
を
図
り
、

付
加
価
値
の
高
い
住
環
境
の
整

備
と
地
域
経
済
活
性
化
両
立
の

実
現
に
努
め
ま
す
。

※

こ
こ
ま
で
の
内
容
は
市
長
の
所
信
と
報
告
を

　
抜
粋
・
加
筆
し
て
作
成
し
て
お
り
ま
す
。

建設中の東消防署

　

令
和
５
年
４
月
１
日
に
運
用

を
開
始
す
べ
く
、現
在
、鳩
ヶ
谷

分
署
の
敷
地
内
に
３
番
目
の 

消

防
署
と
し
て
東
消
防
署
の
建
設

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　

こ
れ
ま
で
、全
市
を
南
、北
消

防
署
の
２
署
で
管
轄
し
て
い
た

と
こ
ろ
を
、東
消
防
署
の
運
用

が
始
ま
り
３
署
体
制
と
す
る
こ

と
で
、よ
り
迅
速
か
つ
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
対
応
が
可
能
に 

な
る

と
と
も
に
、市
中
心
部
に
立
地

す
る
東
消
防
署
の
地
理
的
優
位

性
を
活
か
す
こ
と
に
よ
り
、管

轄
内
の
み
な
ら
ず
、市
全
体
と

し
て
の
現
場
到
着
時
間
の
短
縮

が
図
ら
れ
、複
雑
多
様
化
す
る

災
害
へ
の
即
応
能
力
が
強
化
さ

れ
る
な
ど
、災
害
対
応
能
力
の

東
消
防
署
の

整
備
に
つ
い
て

2

拡
充
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、東
消
防
署
の
設
置
に

伴
い
、立
ち
入
り
検
査
等
の
査

察
体
制
を
充
実
さ
せ
、火
災
予 

防
体
制
を
強
化
す
る
ほ
か
、女

性
職
員
の
２４
時
間
勤
務
に
対
応

し
た
環
境
を
整
備
す
る
こ
と 

で
、救
急
隊
へ
の
女
性
職
員
の
増

員
が
可
能
と
な
り
、女
性
傷
病

者
に
対
す
る
救
急
サ
ー
ビ
ス 

が

向
上
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
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現在施行中である土地区画整理事業地区内の営農を継続しない
生産緑地について、事業に活用可能な用地を買取るもの。

区画整理事業名 従 前 地

大字榛松地内

大字榛松地内

大字安行地内

大字安行地内

大字里字屋敷添
地内

大字里字屋敷添
地内

仮 換 地

－

－

136街区5-1画地

103街区31画地

92街区5画地

面  積

714㎡

142㎡

303㎡

631㎡

833㎡

955㎡

面  積

－

－

674.75㎡

533㎡

515㎡

予 定 額

55,400千円

105,000千円

271,983千円

新郷東部第2
856㎡

（258.94坪）

安行藤八特定
674.75㎡

（204.11坪）

里
1,048㎡

（317.02坪）

　第7波の新型コロナウイルス感染症拡大を踏まえ、今後の新規感染者の増加を
想定し、適切な医療提供体制の充実を図るため、必要経費を増額するもの。
　また、発熱外来を設置している市内医療機関の従事者に対し、これまでの感謝と
慰労を目的に慰労金を給付するもの。

①陽性患者受入への補助～入院調整の対象となっている医療機関に対し、陽性患
者を受け入れた日数等に応じて補助／1日あたり20万円※加算あり
②転院受入への補助～回復後も引き続き入院管理が必要な患者を受け入れた医
療機関に対して補助／1人につき1日2万円
③往診・遠隔診療への補助～保健所の依頼により自宅療養者への往診や遠隔診療
を行った医療機関に対して補助／往診1回につき1万円（夜間加算1万円）遠隔
診療1回につき2,500円（夜間加算2,500円）

新型コロナウイルス感染症対応協力医療機関支援事業について

1. 既存支援事業の増額内容

①対象者～発熱外来を設置する市内医療機関に勤務する医療従事者及び
事務職員
②医療機関数～115件
③対象人数～5,000人（見込み）
④対象額～1人につき1万円
⑤開始時期～令和5年1月

2. 発熱外来の従事者への慰労金（新規）

生産緑地地区



新庁舎2期棟建設工事 完成予想図 （第一本庁舎から見る外観イメージ）
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http://gakkainavi.com/udagawa/report.html
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新 庁 舎 2 期 棟 建 設 工 事 に つ い て

①工事場所　青木2－1－1
②工事概要
　（ア）　新庁舎2期棟
　　　　● 構造／鉄骨造、一部鉄筋コンクリート造、免震構造
　　　　● 規模／地上6階、塔屋1階建て
　　　　● 建築面積／4,154.17㎡（1,256.63坪） （ペデストリアンデッキ含む）
　　　　● 延床面積／17,664.42㎡（5,343.51坪）
　　　　● 建物用途／事務所（庁舎）　　● 駐車台数／ピロティ駐車場16台　　
　　　　● 駐輪台数／来庁者用126台
　（イ）　連絡通路
　　　　● 構造／鉄骨造　　● 建築面積／246.73㎡（74.63坪） 
　（ウ）　バイク置場
　　　　● 構造／鉄骨造　　● 規模／平屋建て　　● 建築面積／63.７０㎡（19.２６坪）
③工期　契約締結日から令和7年3月24日まで

● 事業概要
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